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運用報告書（全体版） 

米国バンクローン・オープン 
＜為替ヘッジあり＞ 
（年１回決算型） 

 

 
 

第10期（決算日：2024年５月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国バンクローン・オープン

＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）」は、去る５月

20日に第10期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（バンクローン） 

信 託 期 間 2029年５月18日まで（2014年５月27日設定） 

運 用 方 針 

主として円建ての外国投資信託であるウエスタン・
アセット・米国バンクローン（オフショア）ファン
ド－ＪＰＹ ヘッジド・クラスの投資信託証券への
投資を通じて、米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン（貸付債権）等を中心に実質的な投資を行い、
利子収益の確保および値上がり益の獲得をめざし
ます。 
当該外国投資信託においては、米国企業が発行する
米ドル建てのハイイールド債券等にも投資を行い
ます。 
なお、証券投資信託であるマネー・マーケット・マ
ザーファンドの投資信託証券への投資も行います。 
円建ての外国投資信託への投資は高位を維持する
ことを基本とします。 
実質的な組入外貨建資産については、原則として投
資する外国投資信託において為替ヘッジを行い為
替変動リスクの低減をはかります。 
投資対象とする円建外国投資信託の運用は、ウエス
タン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル
エルシーが行います。 
円建外国投資信託等への投資にあたり、ウエスタ
ン・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を
受けます。 

主要運用対象 

米国バンクローン・ 
オ ー プ ン 
＜為替ヘッジあり＞ 
（年１回決算型） 

ウエスタン・アセット・米国バンクロー
ン（オフショア）ファンド－ＪＰＹ 
ヘッジド・クラスおよびマネー・マー
ケット・マザーファンドの投資信託証
券を主要投資対象とします。 

ウ エ ス タ ン ・ 
ア セ ッ ト ・ 
米国バンクローン 
（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ 
ヘッジド・クラス 

米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等を主要投資対象とします。 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。  

  
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針としま
す。（基準価額水準や市況動向等により変更する
場合があります。） 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　おかげさまで、当ファンドは2024年５月20日
に決算を行いました。ここに当期間の運用状況を
ご報告申し上げます。

■運用のポイント
　それでは、当期間の運用で主眼に置いたポイン
トをご説明させていただきます。

・インフレ動向に注視しつつ運用

　米国は、経済成長がさらに鈍化しながらも、景
気後退は回避されると予想していました。インフ
レは、多くの国で製造業とサービス業の需要が弱
まり、中国でデフレ圧力が高まっていたため、物
価上昇圧力は世界的に緩和されつつあります。こ
うした傾向は、主要中銀による金融引き締めと相
まって、世界経済の成長とインフレをさらに抑制
し、ひいては先進国の国債利回りの低下と小幅な
円高・米ドル安につながると予想しています。

・ファンダメンタルズを見極め、慎重な銘柄選択
を実施

　ファンダメンタルズが堅調なことから、デフォ
ルト（債務不履行）率は市場予想より低位で推移
すると予想していました。クレジットクオリティ
は全体的には堅調に推移しているものの、ファン
ダメンタルズの悪化が大きいセクターと改善傾向
にあるセクターがあり、ばらつきが生じています。
新型コロナウイルスのパンデミック後の経済再開
を受けて回復途上にある消費者セクターに対して
積極姿勢とする一方、化学、通信など、一部セク
ターに対しては引き続き消極姿勢としました。

■投資環境見通しと今後の運用方針
　世界的な経済成長は鈍化し、世界のインフレも
おおむね減速しています。中国のデフレ圧力、欧
米の金融引き締め、多くの国で製造業とサービス
業の需要低下などを背景に、世界的なインフレ上
昇圧力は緩和されつつあります。こうした傾向は、
主要中銀が慎重かつ段階的な金融政策を推進して
いることと相まって、世界経済の成長とインフレ
をさらに抑制し、ひいては先進国国債利回りの低
下と小幅な円高・米ドル安につながると予想され
ます。ただし、金融政策が失敗する懸念や、イン
フレ率が中銀の目標を上回って安定しつつあるこ
と、米国の経済成長が予想以上に強いこと、財政
赤字拡大を補うため米国債が増発されていること
などは、いずれも市場ボラティリティの上昇につ
ながる可能性があります。
　バンクローン市場では、金利上昇にもかかわら
ず、ファンダメンタルズは多くのセクターで安定
しており、現在の利回り水準はデフォルト率を考
慮しても魅力的な水準と考えています。また、
ローン担保証券（ＣＬＯ）からの緩やかな需要や
バンクローンの新規発行額が低水準にあることか
ら、バンクローン市場の需給環境はある程度支え
られると思われます。
　今後の投資戦略については、新型コロナウイル
スのパンデミック後の経済再開を受けて回復途上
にある消費者関連セクターを積極姿勢とする一方、
化学、通信等のセクターに対しては消極姿勢とす
る方針です。

ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパニー・エルエルシー
ポートフォリオ・マネージャー
ライアン・コーハン

上記は、ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパ
ニー・エルエルシーの資料を基に、三菱ＵＦＪアセット
マネジメントが作成したものです。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2020年５月20日) 8,901 0 △9.5 － － 99.0 2,759 

７期(2021年５月20日) 9,726 0 9.3 － － 99.0 2,573 

８期(2022年５月20日) 9,599 0 △1.3 － － 99.0 2,214 

９期(2023年５月22日) 9,399 0 △2.1 － － 99.0 1,987 

10期(2024年５月20日) 9,713 0 3.3 － － 98.4 1,635 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2023年５月22日 9,399 － － － 99.0 

５月末 9,388 △0.1 － － 99.4 

６月末 9,478 0.8 － － 99.0 

７月末 9,549 1.6 － － 99.1 

８月末 9,557 1.7 － － 99.0 

９月末 9,552 1.6 － － 99.3 

10月末 9,470 0.8 － － 99.0 

11月末 9,537 1.5 － － 99.0 

12月末 9,624 2.4 － － 99.1 

2024年１月末 9,619 2.3 － － 98.5 

２月末 9,638 2.5 － － 99.4 

３月末 9,675 2.9 － － 99.5 

４月末 9,686 3.1 － － 99.3 

(期  末)      

2024年５月20日 9,713 3.3 － － 98.4 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

運用経過
第10期：2023年５月23日～2024年５月20日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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（百万円）
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8,000
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 10 期 首 9,399円
第 10 期 末 9,713円
既払分配金 0円
騰 落 率 3.3％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

基準価額は期間の初めに比べ3.3％の上昇となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米国バンクローン市況が上昇したこと等が基準価額の上昇要因と
なりました。

上昇要因

信託報酬等の運用上の費用を計上したことや、為替ヘッジによる
コスト等が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

第10期：2023年５月23日～2024年５月20日

投資環境について

バンクローン市況
米国バンクローン市況は上昇しました。
期間の前半は、米国の利上げ停止期待を
背景に企業業績の圧迫懸念が後退した局
面でスプレッド（国債に対する上乗せ金
利）が縮小したこと等から上昇しました。
期間の後半は、インフレに対する懸念が
後退し、米国で金融緩和に対する期待が
高まった局面でスプレッドが縮小したこ
とや利子収入を獲得したこと等から、上
昇しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移していたものの、2024年３月
に日銀がマイナス金利政策を解除したこ
とにより、期間末には０％を上回りまし
た。
当期間の短期金融市場をみると、日銀は
３月19日まで長短金利を操作目標として
金融市場調節を行ってきましたが、３月
21日以降は、無担保コール翌日物金利を
操作目標としました。コール・レート
（無担保・翌日物）はマイナス金利政策
解除によりプラス圏に上昇し、足下の
コール・レートは0.077％となりました。

当該投資信託のポートフォリオについて

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジあり＞（年１回決算型）
円建ての外国投資信託であるウエスタ
ン・アセット・米国バンクローン（オフ
ショア）ファンド－ＪＰＹ ヘッジド・ク
ラスを高位に組み入れた運用を行いまし
た。また、マネー・マーケット・マザー
ファンド投資信託証券を一部組み入れた
運用を行いました。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ ヘッジド・クラス
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローンを高位に組み入れ、米国企業が発
行する米ドル建てのハイイールド債券等
を一部組み入れました。組入外貨建資産
については、原則として為替ヘッジを行
い為替変動リスクの低減を図りました。
投資戦略については、格付配分では、Ｂ
Ｂ格とＢ格相当への投資比率を高位で維
持しました。また、セクター配分では、

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

通信セクター等への投資を消極姿勢とす
る一方、一般消費財セクター等への投資
を積極姿勢としました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第10期
2023年５月23日～2024年５月20日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 5,030

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジあり＞（年１回決算型）
円建て外国投資信託への投資を通じて、
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等に実質的な投資を行うほか、米
国企業が発行する米ドル建てのハイイー
ルド債券等にも投資を行います。また、
一部マネー・マーケット・マザーファン
ド投資信託証券の組み入れを維持します。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ ヘッジド・クラス
今後の投資戦略については、企業が保有
資産に対する十分な担保を保持している
かどうか、また強固で継続的なキャッ
シュフローを生み出せるかどうか、と
いった観点等に着目し、慎重な銘柄選択
に努めます。セクター配分に関しては、
パンデミック後の経済再開を受けて回復
途上にある消費者関連セクターを積極姿
勢とする一方、化学、通信等のセクター
に対しては消極姿勢とする方針です。
保有外貨建資産に対し、原則として、米
ドル売り、円買いの為替ヘッジを行いま
す。

マネー・マーケット・マザーファンド
日銀による金融市場調節方針の下、短期
金利は低位安定した推移を想定していま
す。以上の見通しにより、コール・ロー
ン等への投資を通じて、安定した収益の
確保をめざした運用を行う方針です。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

2023年５月23日～2024年５月20日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 118 1.231 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (41) (0.432) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (73) (0.766) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 118 1.234

期中の平均基準価額は、9,568円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.94％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.94

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.23

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.54

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.17

総経費率
1.94％ 当ファンド

1.23％

投資先
ファンド
0.71％

運用管理費用
（投信会社）
0.43％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
0.54％

運用管理費用以外
0.17％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.00％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）入手し得る情報において含まれていない費用はありません。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2023年５月23日～2024年５月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ ヘッジド・クラス 

16 94,030 75 439,220  
 
（注） 金額は受渡代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・マーケット・マザーファンド － － 2,891 2,944 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年５月23日～2024年５月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年５月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア）ファンド－ 
ＪＰＹ ヘッジド・クラス 

338 279 1,609,937 98.4 

合 計 338 279 1,609,937 98.4 
 
（注） 比率は米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 2,990 98 99 
 
   

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○投資信託財産の構成 (2024年５月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,609,937 97.7 

マネー・マーケット・マザーファンド 99 0.0 

コール・ローン等、その他 37,202 2.3 

投資信託財産総額 1,647,238 100.0 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年５月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,647,238,539   

 コール・ローン等 21,581,088   

 投資信託受益証券(評価額) 1,609,937,414   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 99,999   

 未収入金 15,620,000   

 未収利息 38   

(B) 負債 11,549,760   

 未払解約金 1,175,547   

 未払信託報酬 10,350,355   

 その他未払費用 23,858   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,635,688,779   

 元本 1,683,990,275   

 次期繰越損益金 △   48,301,496   

(D) 受益権総口数 1,683,990,275口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,713円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,114,151,386円 

期中追加設定元本額 113,972円 

期中一部解約元本額 430,275,083円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9713円です。 

○損益の状況 (2023年５月23日～2024年５月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 85,667,124   

 受取配当金 85,670,473   

 受取利息 2,626   

 支払利息 △      5,975   

(B) 有価証券売買損益 △ 10,632,150   

 売買益 2,088,471   

 売買損 △ 12,720,621   

(C) 信託報酬等 △ 22,104,493   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 52,930,481   

(E) 前期繰越損益金 △ 92,395,051   

(F) 追加信託差損益金 △  8,836,926   

 (配当等相当額) (   72,092,393)  

 (売買損益相当額) (△ 80,929,319)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 48,301,496   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 48,301,496   

 追加信託差損益金 △  8,836,926   

 (配当等相当額) (   72,092,393)  

 (売買損益相当額) (△ 80,929,319)  

 分配準備積立金 775,080,854   

 繰越損益金 △814,545,424   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は48,301,496円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2023年５月23日～ 
2024年５月20日 

費用控除後の配当等収益額 63,562,516円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 72,092,393円 

分配準備積立金額 711,518,338円 

当ファンドの分配対象収益額 847,173,247円 

１万口当たり収益分配対象額 5,030円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

委託会社の商号変更に対応するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

2023年10月１日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更しました。 

（2023年10月１日） 
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